
建設業界の⼈⼿不⾜にＩＣＴ技術を活⽤

導⼊した経験から�
ｽﾏｰﾄｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝを

今回の現場は新潟県南⿂沼郡湯沢町の⼭
岳地帯、信濃川⽀流である清津川の渓流
保全⼯事。⼤⾬時の氾濫を防ぎ、地域の
安全性を確保するための⼯事だそうだ。
施⼯するのは湯沢町に拠点を置く（株）
森下組様。⼟⽊部次⻑の渡辺司さんに導
⼊の経緯を聞いた。「これからの建設業
界はＩＣＴが主流になると考えます。こ
の現場は受注者提案型のＩＣＴ活⽤⼯事
でした。当社では以前にスマートコンス
トラクションを使⽤した経験もありまし
たので、今回も率先して採⽤しました。
湯沢町は⼭岳地帯の為、ＧＮＳＳを⽤い
て施⼯するＩＣＴ建機の衛星受信状況に
⼼配はありましたが、安全性と効率アッ
プに期待して導⼊しました。」と話し
た。また、「私が担当する現場で初めて
のi-Constructionでした。私⾃⾝新し
い技術に関⼼があったため、スマートコ
ンストラクションを取り⼊れたい気持ち
がありました。」と教えてくれた。
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75年を超える経験を持つ 

ものづくりを通して 

地域社会の貢献に努める。
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次の時代の発展に確固たる

基礎を作りあげていく。 

会社の⽣命を永遠のものにして 

次代の礎となろう。 
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1⼈2役でも�
⼗分に対応が可能に

導⼊した感想を渡辺次⻑に聞いた。「⼀
番良かったことは、従来の⽅法より測量
と出来形管理の⼿間が⼤幅に減少したこ
とです。この現場は1⼈で現場代理⼈と
監理技術者の2役を担っていましたが、
ドローン測量とスマートコンストラクシ
ョンアプリのおかげで⼗分に対応するこ
とが出来ました。これまでの現場では
度々、施⼯の確認の為の測量を⾏い、作
業が中断していました。今回は施⼯の⼼
配も無くなり、安⼼してオペレータに任
せる事ができました。」と教えてくれ
た。また、「ＩＣＴ建機は⼼配していた
衛星受信も問題なく、現場の安全性も向
上しました。測量作業は建機の近くで作
業する為に接触の危険がありましたし、
丁張の設置作業では斜⾯から墜落や転倒
のリスクがありました。それに、⾬や寒
冷、猛暑などの悪条件の中での作業も減
少したので技術員の環境改善にもつなが
りました。」と話した。最後に「⼈⼿不
⾜が課題の建設業界ですが、それを補え
るＩＣＴ技術を活⽤して若い技術者と共
に成⻑していきたいと考えます。」と話
した。
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